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【研究テーマ】 

広島市及び広島広域都市圏における「スポーツを通じた国際交流」の開催及びイベントの検証 

 

【活動の目的】 

 広島市の外国人人口は 2015 年と比べ 26.6%（令和 2 年度国勢調査）増加した一方，広島市外国人市民

の 67.7%が「国際交流イベント」に参加していないことが課題に挙げられている．他方，日本の大学生の

「内向き」が指摘されている．広島市立大学，広島大学，広島文化学園大学の 3 大学の学生が主体的なス

ポーツイベントの企画・運営を通じて，広島市及び広島広域都市圏在住の外国人と国際交流の機会を創

出し，平和構築に貢献するとともに,参加学生について人材育成に貢献することを目的とする． 

 

【参加学生】 

 広島市立大学   国際学部   3 年 10 人・4 年 4 人 

広島大学     教育学部   2 年 2 人 

広島大学     総合科学部  1 年 2 人 

広島文化学園大学 人間健康学部 3 年 2 人・4 年 1 人     合計 21 人 

 

【連携地域団体】 

 JICA 中国 

オタフクソース株式会社 

株式会社やまだ屋 

川中醤油株式会社 

三島食品株式会社、 

広島大学 教育学部健康スポーツ系 

広島大学 総合科学部 

広島文化学園大学 人間健康学部 

 

【活動の内容】 

 6 月〜12 月：運営担当学生スタッフ会議（各大学およびオンライン） 

 「スポーツを通じた国際交流」開催日が、12 月 3 日（日）「国際障害者デー」のため、「国際障害者デ

ー」に合わせてアダプテッドスポーツ種目をベースに、6 月から 11 月にかけて検討が行われた。例えば、

なないろサッカー、風船バレー（写真 1）、ブラインドサッカー（写真 2）、ゴールボール（写真 3）、ボッ

チャなど複数のアダプテッドスポーツの種目を実際に学生スタッフで体験して検討が重ねられた。最終



左から 

写真 1 風船バレー 

写真 2 ブラインドサッカー 

写真 3 ゴールボール 

的に 12 月 3 日（日）に行われるアダプテッドスポーツの種目として、第 1 回大会の種目の引き継ぎとし

て「シッティングバレー」、今年度新たに「ボッチャ」および「キンボール」が、運営担当 3 名の学生ス

タッフによって選択された。それぞれのアダプテッテッドスポーツ種目のルールを、性別、年齢、国籍な

どに関わらず実施できるよう、運営担当 3 名の学生スタッフによって変更や工夫がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月〜10 月：会場担当学生スタッフ会議（各大学およびオンライン） 

2023 年 12 月 3 日（日）に開催日を学生スタッフで決定し、「広島グリーンアリーナ」「広島県スポーツ

会館」、広島市内の体育館として「東区スポーツセンター」「佐伯区スポーツセンター」「西区スポーツセ

ンター」「グローバルリゾート総合スポーツセンター」「安佐南区スポーツセンター」を候補として挙げ

た。広島市の体育館は利用日の 3 ヶ月前に予約開始となるため、予約開始日に会場担当 2 名の学生スタ

ッフが予約を行ったが、アクセス等の面で課題が残る「安佐南区スポーツセンター」のみの空き状況であ

った。したがって、より多くの外国人の方々や留学生が参加できるよう、JICA 中国の協賛を経て、「ひろ

しま国際プラザ体育館」を予約する手続きとなった。 

 

7 月〜12 月：協賛担当（各大学およびオンライン） 

 学生スタッフによって全国の企業も複数候補が挙げられたが、広島県および広島市の企業等として、

川中醤油株式会社、JT サンダーズ広島、アヲハタ株式会社、株式会社イズミ、株式会社エブリイ、株式

会社やまだ屋、オタフクソース株式会社、株式会社やま磯、株式会社前田屋、広島電鉄株式会社、中国新

聞、株式会社フレスタ、広島銀行、もみじ銀行、株式会社モルテン、株式会社エディオン、三島食品株式

会社、チチヤス株式会社、株式会社サンフレッチェ広島（順不同）などが候補として挙げられた。これら

の候補に対して、協賛担当学生スタッフ 3 名によって各企業に趣旨説明や企画書などが送付された。最

終的に、オタフクソース株式会社［ヴィーガン仕様のお好みソース 24 本］（写真 4）、株式会社やまだ屋

［もみじ饅頭 5 種類×10個］（写真 5）、川中醤油株式会社［8 品］（写真 6）、三島食品株式会社［赤しそ

飲料 60 本］（写真 7）から協賛を得て、第 2 回「スポーツを通じた国際交流」を開催した。 

 

 

 



左上 

写真 4 オタフクソース株式会社 

右上 

写真 5 株式会社やまだ屋 

左下 

写真 6 川中醤油株式会社 

右下 

写真 7 三島食品株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月〜12 月：広報担当（各大学およびオンライン） 

 運営担当（アダプテッドスポーツ種目）、会場担当（ひろしま国際プラザ体育館）、協賛担当（協賛・ス

ポンサー企業ロゴ）と連携をとりながら、「スポーツを通じた国際交流」のフライヤー日本語・英語版が

作成された（写真 8・写真 9）。フライヤー日本語版 200 枚・英語版 400 枚がそれぞれ印刷され、各大学

の運営スタッフ、協賛・スポンサー企業を中心に郵送され広報活動が行われた。また、「スポーツを通じ

た国際交流」Instagram でも広報や参加申込の活動を行った（写真 9）。また、協賛の JICA 中国様より、

「スポーツを通じた国際交流」に関するプレスリリースの手続きを行っていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 フライヤー（日本語版） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 フライヤー（英語版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9 「スポーツを通じた国際交流」Instagram 

 

2023 年 12 月 3 日（日）「第 2 回国際交流スポーツフェスタ in Hiroshima」 

2023年 12月 3日（日）「国際障害者デー」に開催された「第 2回国際交流スポーツフェスタ in Hiroshima」

では、3 大学の学生が運営を行った。受付後（写真 10）、日本語と英語を用いて開会式が行われ（写真 11）、

①ダンスを軸としたウォーミングアップ（写真 12）、②キンボールを用いたアイスブレイク（写真 13）、

③「ボッチャ」、④「シッティングバレーボール」、⑤「キンボール」を 6 チームで実施し、最後に表彰及

び閉会式を行った。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

写真 10 受付の様子         写真 11 開会式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

写真 12 ウォーミングアップの様子   写真 13 アイスブレイク 

 

1 種目目「ボッチャ」は、現在パラリンピック種目となっており、ジャックボールと呼ばれる的となるボ

ールにどれだけ自チームのボールを近づけることができるかを競う競技である。運営する 3 大学の学生

が「ボッチャ」について日本語と英語で競技の特性やルールの説明を行った（写真 14・15）。1 試合 2 エ

ンド制で実施し、英語やジェスチャーなど活用しながら、各チームジャックボールに少しでも近づけよ

うと頭脳戦が繰り広げられた（写真 16・17）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14・15 英語と日本語で「ボッチャ」について説明する様子 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16・17 「ボッチャ」の様子 



2 種目目「シッティングバレーボール」は、“立たないバレー”として、床に臀部をつけた状態で行う競技

が特徴で、パラリンピック種目になっている。運営する 3 大学の学生が「シッティングバレーボール」に

ついて日本語と英語で競技の特性やルールの説明を行った後、6 チームのリーグ戦が繰り広げられた。バ

レーボールの経験の有無に関わらず、サーブ、レシーブ、スパイク、ブロックとバレーボールで必要とな

る技術をゲームで実践する機会が自然につくられていた。また、参加者全員がバレーボールの経験の有

無に関わらず楽しむことができており、リーグ戦では接戦が繰り広げられた（写真 18・19・20・21）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 18・19 「シッティングバレーボール」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

写真 20・21 「シッティングバレーボール」の様子 

 

3 種目目「キンボール」は、3 チームで同時にプレーし、自チームがミスした場合、自チーム以外の 2 チ

ームに得点が入るニュースポーツである。外国人や留学生のみならず日本人も初めて体験する種目とな

った。運営する 3 大学の学生が「キンボール」について日本語と英語で競技の特性やルールの説明を行

った後（写真 22・23）、3 チーム毎に時間制で試合が行われた。英語で指示された色のチームがそれぞれ

ボールを落とさないよう、各チーム内での連携や協力がみられた（写真 24・25）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22・23 英語と日本語で「キンボール」について説明する様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

写真 24・25 「キンボール」の様子 

 

閉会式では、6 チームの順位の発表及び表彰状授与に加え（写真 26・27）、広島県の協賛企業 4 社（オタ

フクソース株式会社、株式会社やまだ屋、川中醤油株式会社、三島食品株式会社）の協賛品を参加者に配

布した（写真 28・29・30・31）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26・27 表彰状授与の様子 

 

 

 

 

 

 

 

写真 28 オタフクソース株式会社 写真 29 株式会社やまだ屋 

 

 

 

 

 

 

 

写真 30 川中醤油株式会社      写真 31 三島食品株式会社 

 

 



当日の参加者は 45 名で、広島県内の学生や一般の参加者と広島県に在住の外国人や留学生がチームで互

いに助け合い、言語が異なる中でもスポーツを通したコミュニケーションと交流を図ることができた（写

真 32）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 32 「第 2 回国際交流スポーツフェスタ in Hiroshima」 

 

12 月〜1 月：本イベントの報告（メールや報告書郵送） 

協賛・会場担当の学生を中心に、本イベントに協賛・後援していただいた、オタフクソース株式会社、株

式会社やまだ屋、川中醤油株式会社、三島食品株式会社、JICA 中国、5 社・1 団体に報告を行った（写真

33）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 33 学生が作成した協賛・後援企業（団体）向け報告書 

 



1．大学連携による学生への効果 

本事業は、広島市立大学、広島大学、広島文化学園大学の 3 大学の学生 21 名の連携によって全て企画・

運営が行われた。この点は 1 つの大きな本事業の特徴である。広島県内の 3 大学の連携ではあったもの

の、学年や学部なども異なり、普段の学業に加え、クラブ・サークル活動もある様々な状況下において、

学生がオンライン等を活用して、大学や学部また学年の垣根を超えた連携によって、企画・運営を実現さ

れたものである。 

3 大学の連携による学生への効果として、3 大学の学生へのインタビューから、主に以下の 3 点が挙げら

れる。 

1．3 大学の学生と広島県内在住の外国人や留学生と他言やスポーツを通じた交流の場となったこと（写

真 34）。 

2．広島県内の他大学の学生と関わる機会となり、自ら進んで活動する良い機会になったこと（写真 35）。 

3．JICA との関わりを通じて国際協力に興味を持つ学生が増えたことや広島県の企業との関わりを通じ

て企業に興味を持学生が増えたことや企業研究につながったこと。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 34 外国人と学生の交流の様子 写真 35 学生間の打ち合わせの様子 

 

本事業の効果として「学生の国際感覚の涵養」や「良好な関係を構築する人材を育成」を目指していたが、

前述した 3 大学の学生へのインタビューや 3 大学の学生による主体的な取り組みの活動の様子から、一

定程度地域に貢献する人材の育成につながったと考えられる。 

 

2．外国人や留学生への効果 

広島県内に在住ししている外国人や留学生、インド、インドネシア、カンボジア、キリバス、ナイジェリ

ア、ベネズエラ、モーリシャス、ルワンダの 8 か国の参加がみられた。3 大学の学生が、イベント後に外

国人や留学生へ英語でインタビューを実施した。主に以下のような回答を得られた。 

 

「日本でのスポーツ活動が初めてで、人々と知り合ういい機会でとても楽しかった」（留学生 A） 

「全てのスポーツが初めてで、スポーツについて学ぶことができた」（留学生 B） 

「私の出身国にも日本のしょうゆみたいなものがあるけど、協賛でもらったオタフクソースやしょうゆ

を使ってみるのが楽しみです」（留学生 C） 

「It was my first experience involving in sport activities in Japan. It was a great opportunity for me to expose 



to sport activities and got to know people. I had a lot of fun. The most important thing is that all the sports 

were new to me. I learned about sports. In short, the event was great.（日本でのスポーツ活動は初めての

経験だった。スポーツ活動に触れ、人々と知り合ういい機会だった。とても楽しかった。最も重要なこと

は、すべてのスポーツが私にとって新しいものだったということです。スポーツについて学ぶことがで

きました。要するに、このイベントは最高でした。）」（留学生 D） 

 

前述の通り、スポーツを通じた国際交流や協賛に対するポジティブな回答が得られた。本事業で期待さ

れる効果として「地域住民との共生が十分とはいえない広島市及び広島広域都市に在住する外国人や留

学生に対して、社会参加の機会を創出する」ことを目指していたが、広島県内に在住ししている外国人や

留学生への本イベント後の回答から、本事業によって外国人や留学生に対する効果が得られたと考えて

いる。 

 

3．関連団体等への効果 

まず、本イベントに後援していただいた JICA 中国様から、「国際交流」に高い壁を感じていた企業や団

体にも「スポーツを通じた国際交流」を介して、「国際交流」を届けることができる可能性があるため、

今後も「スポーツを通じた国際交流」他の団体との繋がりを創出することが可能ではないかといった効

果を挙げていただいた。 

次に、協賛企業に対する効果として、オタフクソース株式会社様がハラールお好みソースを作っている

ことに対する学生の学びや外国籍の参加者への好印象を与えたこと、株式会社やまだ屋様は広島のお土

産品として広島県内でも数社みられるもみじ饅頭の中でも今後優先的に本イベントの参加者が購入して

いこうという姿勢や実際の購買行動がみられたこと、川中醤油株式会社は近隣の学生が実際に醤油の購

入に店舗に出向いたこと、三島食品株式会社が協賛品として提供されたゆかりドリンクを日本の参加が

大変興味を持たれ実際に購入してみたいという声がきかれたこと、など協賛企業にも微力ながら本イベ

ントによる効果がみられたと考えられる。 

 

4．関連団体と連携したことによる効果 

本イベントに協賛・後援していただいた、オタフクソース株式会社、株式会社やまだ屋、川中醤油株式会

社、三島食品株式会社、JICA 中国、5 社・1 団体と連携したこと、3 大学の学生が連携して主体的に運営

したことで、『中国新聞（2023 年 12 月 4 日）朝刊』（写真 36）、 

『JICA 中国ニュース&メディア 

<https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html>（写真 37）』、 

『広島県 JICA デスク Facebook 

<https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html>（写真 38）』に、本

事業について掲載していただいた。 

 

 

https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html
https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 36 中国新聞（2023 年 12 月 4 日朝刊）掲載記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 37 JICA 中国ニュース&メディア 

< https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html> 

https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/2023_t80.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 38 広島県 JICA デスク Facebook 

<https://www.facebook.com/jicahiroshimakendesk/posts/pfbid02g699LcJ4iPzgm2cqMGBcsepXZB8eaT

ggisZ3CrqzmFvDH54QLJ6KgdRZ5PSeGcrhl> 

https://www.facebook.com/jicahiroshimakendesk/posts/pfbid02g699LcJ4iPzgm2cqMGBcsepXZB8eaTggisZ3CrqzmFvDH54QLJ6KgdRZ5PSeGcrhl
https://www.facebook.com/jicahiroshimakendesk/posts/pfbid02g699LcJ4iPzgm2cqMGBcsepXZB8eaTggisZ3CrqzmFvDH54QLJ6KgdRZ5PSeGcrhl

